
みなさんこんにちは！いよいよコロナ禍のなか、着用が当たり前になったマスクの着用義務が、一部条件はありますが、着用
は個人の判断に任されるようになりました。海外同様に日本国内でもマスクを外した姿が普通になるきっかけになりそうで
す。しかし思えばマスクをしていない姿が普通であった事が今やマスクをしている姿が普通（当たり前）となっています。当たり
前だったことが突然に当たり前でなくなる事が起こるからこそ、１日１日を大切に真剣に向き合っていきたいと思います。

TOUEIドットニュース

　大理石のテーブルに付着した染み痕の除去に困られている内
容のお問い合わせを頂く事が多いですが、今回は白の大理石に
飲み物の染み痕が残った場合の対処方法をご紹介いたします。
　大理石は基本的に酸に弱いため、使用する薬剤は中性など石
材に影響の少ない薬品を使用します。大理石の染みの除去対応
の薬品として使用されるのは、「イシクリンスーパーSP」「シミス
カット」などがあり湿布工法を用いて作業します。
※湿布工法とは患部に対して長時間薬品を浸すことで、内部の染み成分な
どを分解・除去する工法

除去の手順は次の通りです。
❶大理石に飲料品の輪染み発見
❷薬品をメーカー推奨の使用方法に基づいて使用
❸湿布工法（今回は粘土状態で）にて貼付け
❹ラップをして養生へ
　（長時間患部への湿布工法が持続するように）
❺24時間後粘土が乾燥状態に
❻目立っていた輪染みがなくなりました

　その他、Akemiを使用する研磨などの物理的な工法
（https://www.youtube.com/watch?v=H3Htk
faldRA）もありますので参考にしてください。

大理石に付着した染み汚れの除去

Vol. 80 （毎月20日発行）

　大判タイルや石材などのスラブ材を運搬・移動する際の吸着盤です。
圧縮空気を動力として滑らかな石材の表面に吸着し安全・安心に運搬・
移動が可能となります。
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「ストーンバキュームリフター」
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商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

　今回のレスキュー110は「霊園内にある六地蔵の台石
（石種G623本磨き）に付着した線香の灰の除去」です。
伺ってみると、地蔵の台石にお線香の灰が付着し汚くなっ
ており、何度か水で洗ってみたが中々取れなくて困ってい
るとのことでした。お線香の灰だけではなく、雨などで水垢
汚れも付着していました。
除去の手順として
❶水洗浄しホコリなどを除去しストーンマジックを塗布
❷スクレーパーで固着した汚れを除去　
❸薄く残った箇所は不織布など（今回はユニベックスSM
を使用）でこすり落としました。

　※石材に傷が付かないか事前に確認が必要です。
このような灰の汚れは、いろんなところで見ることがありま
す。除去されたいときは、ご相談ください。

STONEレスキュー110

　石材・タイルの補修剤としてご使
用頂いております「彩Ⅲ」に対応した
ツヤ出し剤です。着色後の硬化成形
したパテに薄く塗るだけで綺麗な塗
膜を形成します。乾きも早いため作
業性抜群です。

「　　　彩Ⅲ用ツヤ出し剤 FINISH UP」

地蔵台石に付着した線香の灰の除去

出展報告
　去る２月28日（火）～3月3日（金）に東京国際展示場（通称ビッグサイト）にて第29回建築・建材展
2023が開催され当社も出展してまいりました。コロナ禍で一時休止した時もありましたが、来場者は4
日間で約70,000人と以前の賑わいぶりを戻しつつありました。
　今回の展示会ではこの誌面でも紹介しておりますAKEMI製品を中心に、タイル施工には欠かせない不
陸調整システムのクリップ工法「MLTシステム」を展示し、多くの方より反響をいただきました。また、来場
者の方からは石材に関したお悩みやお困りごとに関して多くのお問い合わせをいただき、当社の理念でも
あります「石に関することは全て実現・解決する」に向けて改めてしみじみと感じる機会を頂きました。
　今では床やカウンターにはタイルやセラミックが多くなり、また木材への関心度も高くなっております。
しかし天然石材でしか出来ない空間を創る力があり、そのニーズは無くなることはありません。また、過去
に施工した石材のメンテナンスニーズも数多くあります。今後も「石文化の進歩発展に貢献」のため、精進
していきたいと思います。
　展示会での出展商品につきましては藤栄のH.P.よりご覧いただけます。
　https://touei.ne.jp/kenchiku2023/

補修剤

Before After


